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研究成果概要 
本年度は宇宙における粒子加速機構を研究テーマの中心に据えて理論的研究を進め、

かつ情報交換の場として 2 回の研究会を開催した。 
 
１．2014 年 6 月 5 日-7 日「高エネルギー天体現象」小研究会（明野観測所） 
２．2014 年 11 月 6 日-7 日「次の 10 年の宇宙線研究」（宇宙線研究所） 
 
1 回目は明野観測所において、主に若手の教育を主眼とした合宿形式の研究会を行っ

た。パルサー、マグネター、ガンマ線バースト、中性子連星合体、フェルミバブルとい

った天体における粒子加速・放射機構について有意義な討論をすることができた。また

宇宙線研究所のチェレンコフ宇宙ガンマ線グループ、宇宙線望遠鏡 (TA)グループからゲ

ストを招き、将来の宇宙線・高エネルギー天体の観測計画（明野反射望遠鏡、EUSO、

CALET）について議論を行った。チェレンコフ望遠鏡の見学会も実施され、若手への大

きな刺激になったと考えている。 
2 つ目の研究会は「次の 10 年の宇宙線研究」と題して、初日は 2015 年に打ち上げ予

定の宇宙線観測装置 CALET に焦点を当てて講演を組立てた。Fermi 衛星の観測結果か

ら期待できる CALET での宇宙線・ガンマ線探索について活発な議論が行われた。中性

子連星合体やフェルミバブルなど、高エネルギー天体についての講演も行われた。2 日目

には日本初の試みとして、宇宙線と雷研究の分野間横断的研究集会を行った。雷は宇宙

線の飛来によってトリガーされていると考えられている。また、雷雲電場中で加速され

た荷電粒子や、そこからのガンマ線放射が観測されている。こうした雷と関係したイベ

ントを観測している全国の研究者を集めて、宇宙線研究者との交流をすることができた。 



本課題の研究成果の一部は修士論文にまとめられ、近々に投稿論文として発表される

予定である。 
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